
第４学年 道徳科学習指導案（人権教育） 

令和３年１２月１日 水曜日 ６校時 

四万十市立具同小学校 

４年２組 児童数 ３２名 

指導者 乾 百合子 

１．主題名 相手の思いに気付くには 【善悪の判断、自律、自由と責任 A・（１）】 

 

２．ねらいと教材 

（１）ねらい 

他の人の立場に立ってその人に必要なことやその人の考えや気持ち等が分かるような想像力、共感的

に理解する力を育む。 

 

（２）教材名 

   言い出せなくて （｢みんなの道徳｣ 学研） 

 

３．主題設定の理由 

（１）ねらいや指導内容についての教師の捉え方 

   よいことや正しいことについて、他人に左右されることなく自信をもって行うことは大切なことであ

る。それは過信や自分勝手ではなく、正しい判断力を伴った自律的な態度でなければならない。判断力

が高まってくる中学年期に、正しいことを誠実に行い、正しくないことはきっぱりと断るという実行力

を身に付けることは極めて重要であると考える。 

 

（２）児童のこれまでの学習状況や実態と教師の願い 

   本学級の児童は、素直で明るく、クラスが今より楽しくなるような係活動を考え、主体的に活動する

ことができている児童が多い。一方で、周りの目を気にするあまり、友だちの意見に流されがちになっ

たり、自分の思いを伝えたりすることに課題が見られる児童もいる。相手の立場に立って考えることに

弱さが見られるため、休み時間や放課後に些細な言動からトラブルになるケースが多い。「友だちにいや

なことはしない」と分かっていても、軽い気持ちから相手をからかう言動に出てしまうことはまだ多く

見られる。それに対して、「いやな気持ちをはっきりと伝える」ことが実行にうつせないことや、はっき

りと伝えても相手がその気持ちを受け入れられない、また周りも気付いて声かけをすることに弱さが見

られる。 

そこで、本教材を通して、正しいと自律的に判断したことを勇気をもって実行にうつすことの大切さ

に気付かせ、それを生活の中に実践していく態度を養うことができるようにしたい。 

 

（３）使用する教材の特徴や取り上げた意図及び具体的な活用方法 

   本教材は、日常生活の何気ない会話が原因で不快な思いをさせたりすることが、子どもたちにとって

身近な内容であり、共感しやすい。また、善悪の判断はできるものの「正しいことを実行できない」「正

しくないことを止められない」という登場人物に自我関与させながら、「さとし」「けんじ」「周りの人た

ち」が気付けなかったことにも触れることで、正しいと判断したことを自信を持って行うための心の在

り方を探り、深く考えられる教材となっている。 

   正しいと判断したことは、自信をもって行うことの意義や心構えに気付くことができるように、本教

材を活用する。 

   本時の指導に当たっては、相手の立場に立って物事を想像することを大切にしながら、自分の思いを



自信をもって伝えられることについて、ペア活動を活用し、よりよい解決方法を検討していくことがで

きるようにする。 

 

４．人権教育の視点 

  身の回りの人々とのかかわりや、自分の生き方や考え方を見つめることを通して、互いに尊重し合う人

間関係の醸成を目指す。相手の立場に立って物事を考えて、共感し、互いによりよく生きようとする態度

を養う。 

 

５．学習指導過程 

 学習活動 主な発問（○）と 

予想される児童の反応（・） 

指導上の工夫と支援（◇） 

導

入 

 

1．本時の学習課題を

知る。 

○「友だちとどんなことをしますか。」 

・いろんな話をする。 

・一緒に遊んでたのしい。 

・みんなでレクをして遊ぶ。 

◇普段の活動を想起し、かか

わり方の現状を押さえる。 

◇活動しているときの、気持

ちについても考える。 

展

開 

2．教材を読んで考

え、話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○この話で気になることはありますか。 

・さとしとけんじが、かずやを嫌がるあだ名

「おかず」で呼び続けたこと。 

・かずやが「いやだ」と、なかなか友だちに

言えなかったこと。 

・さとしとけんじが、かずやがいやがってい

るのを気付けなかったこと。 

 

◎なぜ、かずやは、なかなか友だちに「いや

だ。」と言えなかったのでしょう。 

・二人が楽しそうに話しかけてきてくれたか

ら。 

・友だちに嫌われるから言えなかった。 

・仲のよい友だちだったから。 

・仲が悪くなったら困るから。 

・自分ががまんしたらいいと思ったから。 

・「やめて」と言っても言われるかもしれない

から。 

 

○誰がどうしていたらよかったのでしょう

か。 

・さとしとけんじが嫌がっている様子に気付

けばよかった。 

・周りの人も止めたらよかった。 

 

〇私たちのクラス４年２組でも、いやな思い

をしている人はいるでしょうか。 

◇登場人物や大事な言動を押

さえ、内容の理解を図る。 

◇「心が重く」「足どりが重

く」などの描写から、かず

やの困り感について気付け

るようにする。 

 

 

◇かずやの心情について、自

己との関わりにおいて考え

られるように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇学級の実態（アンケート結

果）から、今後の可能性に



 

 

 

・アンケート結果か

ら 

 個人 

 ペア 

全体 

 

 

 

・おる。 

・おらん。 

 

○いやな思いをしている人を０人にするため

には、どうすればいいですか。 

・相手の顔を見て、困っていないか気づける

ようになる。 

・自分からはからかわない。 

・よくないことはよくないと言う。 

・やり返さずに、やめてと言う。 

・やめてと言われたらすぐやめる。 

ふれることで、自分事とし

て考えられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

終

末 

3．本時の学習を振り

返り、感想を伝え合

う。 

○今日の学習を通して、自分が思ったことや

考えたことを振り返りましょう。 

・いやな思いをしている人がいることが分か

ったので、自分からはからかわないように

したい。 

・困っていることを言えていない友だちに気

づけるようにする。 

・いけないことはいけないと言えるように 

する。 

◇自分たちの学級の実態を通

して、考えたことや気づい

たことを確かめる。 

 

６．評価（評価方法） 

  多かずやの不安や悩みについて、様々な視点で考えている発言が見られる。 

  自正しいと判断したことは勇気をもって行動することの大切さを、自己との関わりで考えることができ

ている。 

 

７．他の教育活動との関連 

 

 

 

 

８．板書計画 

 

学級活動 

やさしさいっぱい子ども宣言 

学級活動 

言葉づかいを考えよう 

道徳 

【善悪の判断、自律、自由と責任】 

「言い出せなくて」 


